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  This study aims to examine the trend of energy consumption and energy conservation activity at 
Nagasaki University in the past decade.  Investigating primary energy consumption at each campus of 
Nagasaki University and reviewing environmental reports, the trends of energy consumption, energy 
use fee and energy conservation activities are examined.  Electric and gas consumption by faculty is 
also compared from 2014 to 2016.  It reveals that the primary energy consumption is influenced by 
outdoor temperature, establishment and repair work of campuses, and power rates.  
 




















ス 1.2，片淵キャンパス（以下，文教 C，坂本 1C，坂
本 2C，片淵 C とする。）の 4 箇所のキャンパスを対象
とする。各キャンパスの概要を Table 1 に示す。本学
の建物延床面積は附属病院が立地している坂本 2C が 
最も大きい。次いで大きいのが学部や事務局が集中し
ている文教 C である。次いで，延床面積は坂本 1C，




の人数が最も多く，次に片淵 C，坂本 1C，坂本 2C の 
順に多い。 
 







               
平成２９年１２月１９日受理 
＊  大学院工学研究科システム科学部門（Division of System Science） 
＊＊  大学院工学研究科総合工学専攻（Graduate Student, Department of Advanced Engineering） 
＊＊＊ 大学工学部工学科（University Student, Department of Engineering） 
文教キャンパス 坂本１キャンパス 坂本２キャンパス 片淵キャンパス
187,125 92,176 86,807 51,723
121,174 55,272 169,448 16,422
学生数（人） 5,044 846 826 1,548
教職員数（人） 312 260 183 48





















































2016 年度の 10 年間である文 3)。但し，後述の一人当た
りのエネルギー消費量については，学部別人数が明ら




3.1 1 次エネルギー消費量 
Fig.1 より，大学全体における 1 次エネルギー消費
量の内訳を見ると電力とガスが 99％を占めている。
2016 年度の 1 次エネルギー消費量は 601TJ/年であった。
前年度と比較すると 4.25％の増加がみられた。この要

















の増加がみられる。特に坂本 1C，坂本 2C の消費量が











坂本 2C だけで 14.9％増加していた。この要因は前述
のとおりである。また，2007 年度から 2008 年度にか
けて急激に消費量が増加しているのは前述のとおり，
重油利用から都市ガス利用への本格的な変換による。











































過去 10 年間の CO2 排出量の推移を Fig.5 に示す。
CO2 排出量は 2012 年度において，前年度より 25.4％の 
増加を示しており，大きく増加している。この主な要
因としては，東日本大震災により原子力発電所が停止
し，電気の CO2 換算係数が前年度比で 36.3％増加した
ためと考えられる。しかし，CO2 排出量は 2013 年度に
最大となった以降は，年々減少傾向にある。この要因
としては 1 次エネルギー消費量の減少，電気の CO2 換






















Table 2 に示す。各キャンパスの外灯の LED 化は年々
進んでおり，10 年間で削減消費量の合計は 64.6MWh/
年の実績が得られている。他にも表は省くが，人感セ
ンサーは 2 年間で 5.07MWh，冷蔵庫及び実験用冷凍庫
の更新は 2 年間で 543MWh，シンクライアント端末注
2)の更新は 3 年間で 93.3MWh の削減効果が見て取れた




















































文教 坂本1 坂本2 片淵
2007 13 0 0 0 11
2008 3 0 0 0 8
2009 4 0 0 4 15
2010 0 0 0 0 0
2011 0 0 0 0 0
2012 0 0 0 0 0
2013 2 2 0 1 13
2014 6 6 1 8 21
2015 0 0 0 0 0
2016 4 10 4 8 0

























































































文2） 永峰章ら：東洋大学の 4 箇所のキャンパスにおけるエ
ネルギー消費量に関する調査研究，日本建築学会環境
系論文集，第 75 巻，第 63 号，pp.661-668，2010.7. 




注1） 1 次エネルギー換算係数として，電力 9.97GJ/MWh，都
市ガス 46GJ/km3，重油 39.1GJ/kL を用いている。 
注2） 電力使用量の大半を占める演算機能をサーバー側に集
約することで，個人の端末にハードディスクを保有す
る必要がなくなり電力使用量の削減を可能とする端末。 
分類 部局数 割合
3 9%
2 6%
9 26%
17 50%
6 18%
0 0%
1 3%
3 9%
1 3%
0 0%
6 18%
4 12%
照明
無人で点灯している
大部屋を少人数で使用しており全点灯している
全熱交換換気モードではなく普通換気モードの使用
空調
実験用超低温冷蔵庫の運用状況が不適切
機器
温水洗浄便座の電源が「入」になっている
長時間使わない機器のプラグが差したまま
一般冷蔵庫の設定温度が「強」になっている
確認項目
無人で不要な運転をしている
扉を開放したまま運転している
温湿度計が未設置である
冷房中の室温が28℃を下回っている
フィルターが目詰まりしている
26
